
 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆10月 16日は「世界食料デー」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
令和 3年度 10 月号 

氷見市学校給食センター 

 

気持ちのよい秋空が広がる季節になりました。秋は、芸術の秋、スポーツの秋、

読書の秋といわれるように、いろいろなことにじっくり取り組むことができる時期

でもあります。健康な体作りの土台である食事をしっかりとって、いろいろなこと

にチャレンジしましょう。 

また、今月の給食は、目の愛護デー献立、ひみの日献立、世界味めぐり献立な

どが予定されています。氷見産のさつまいもや小あじ、稲積梅干し、秋に美味し

い米、さといも、さんまなどの食材も登場しますので、季節を楽しみながら元気

に過ごしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

◇毎月１９日は、「食育の日」です。家族そろって、「いただきます」をしましょう。 

世界食料デーとは？ 

 10月 16日は国連が制定した、世界の食料問題について考える日です。日本では１０月

を「世界食料デー」月間として、2018年からさまざまなイベントが開催されています。 

世界では、すべての人が十分に食べられるだけの食料が生産されているのに、８億２００

０万人が飢えています。一方で、たくさんの食べ物を輸入しながら、たくさんむだにして

いる私たち。世界では毎年、食用に生産されている食料の約３分の１が食べる前にむだに

なり、捨てられてしまっています。世界食料デーをきっかけに、私たちが毎日食べている

ものはどこから来ているのか考え、作ってくれた人に感謝し、自分たちが食べ物をむだに

しないためにどうするべきか考えてみましょう。 

普段の食事や学校給食でできること 

 苦手な食べ物が出たときや、初めて食べる料理があったとき、「食べたくないな」「残しちゃ

おうかな」と思って残してしまった人はいませんか？ あなたが残した「ほんの少し」が集まる

と、たくさんの量になってしまいます。もう一口食べられないか、少し頑張ってみることが大

切なことになってきます。 

 


